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改修後　空調設備図

改修後　計装設備図

改修後　電灯設備（電灯・コンセント）平面図
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一 級 建 築 士 354804

山 田 尚 紀
0機械 設 備 工 事特 記仕 様書 ---

構内につくることが

この工事に必要な工事用電力，水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

・

３．工　事　種　目（○印を付けたものを適用する）

１．工　事　場　所

２．建　物　概　要

建　物　名　称

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、同等のものとする。機　　材　　等

主任技術者等

項　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。

（イ）建設業法（昭和２４年法律第１００号）による技術検定（以下「技術検定」という。）

のうち、１級の管工事施工管理の検定種目に合格した者。

（ロ）技術士法（昭和５８年法律第２５号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門

（選択科目を「流体機械」又は、「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、

水道部門又は、衛生工学部門に合格した者。

（イ）

（ロ）

技術検定のうち、１級又は２級の管工事施工管理の検定種目に合格した者。

資格の区分Ⅰの資格を有する者。

監督員事務所

技能士の適用

電気保安技術者

工事用仮設物

足場・さん橋類

・内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

残　土　処　分

埋戻し土・盛土

工　事　写　真　

案　　内　　板

総　合　調　整

機器等の取り扱い方、及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械室に設ける。

案内板の大きさは、約　　㎡とする。

配　　　　　管 溶接部の非破壊検査

（１）地中埋設標

（２）埋設表示用テープ

保　　　　　温

（３）配管埋設時には、管保護用砂を周囲に入れた後埋戻しを行うこと。仕　様　書

Ⅰ．工　事　概　要

容量等の表示 （１）機器類の能力，容量等は表示された数値以上とする。

（２）電動機出力，燃料消費量，圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

電 源 周 波 数

耐　震　措　置

用いて計算する。

設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

設置場所

重要機器

重要以外

１階の床以下 １階天井～　階の床

１．０／　１．０／　１．５

０．６／　１．０／　１．０

１．５／　１．５／　１．５

１．０／　１．５／　１．０

２．０／　２．０／　２．０

　階の天井以上

１．５／　２．０／　１．５

設置場所

重要機器

重要以外

１階の床以下 １階天井～　階の床 　階の天井以上

０．４／　０．６／　０．６

１．０／　１．５／　１．０

０．６／　１．０／　０．６

１．５／　２．０／　１．５

１．０／　１．５／　１．０

残 材 処 分

４．指　定　部　分 ・　無　　　・　有（　　　　　　　　　　　　　　）

１．共　通　仕　様

（１）

Ⅱ．工　事　仕　様

設備機器の固定等は、すべて「建築設備耐震設計・施工指針（最新版）」により行なう。

ダ　　ク　　ト

風量測定口 取付箇所は図示による。

ダ　ン　パ　ー 空気調和設備の当該項目による。

排気ダクトのシール 浴室（シャワー室，脱衣室を含む）系統。

空気調和設備の当該項目による。

保　　　　　温

ダ　　ク　　ト

構成その他 図示による。

排煙口の形式

排煙口手動開放装置

（開放及び復帰方式）

排煙風量測定 建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センタ ー）の排煙風量の検査方法に準ずる。
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亜鉛鉄板・

・

・

・

ワイヤー式 ・ 電気式（遠隔操作 ・ 不要 ・ 要 ）

天井取付 　（・ スリット形 ・ パネル形 ）

資格の区分Ⅰ・

・

・

・

・

・

・

資格の区分Ⅱ

適用する

配管施工（配管工事）

熱絶縁施工（保温工事）

冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の据付）

設けない ・

・

・ 適用しない

建築板金施工（ダクト製作および取付）

設ける

・

・

・

・

・

・

・・ できる できない

本工事で設置とする。

現場説明書による。

・ 本工事（調整項目は下記のものとする。）

風量調整・

・

・

・ ・

・ ・

・

水量調整 室内外空気の温湿度の測定

室内気流及び塵埃の測定 騒音の測定

５０Ｈｚ ６０Ｈｚ

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

重要機器は次のものを示す。

給水装置 排水装置 換気機器 空調機器 熱源機器

防災設備 監視制御設備 危険物貯蔵装置

避難経路上に設置する機器

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

不要 要（　　　　　　　　　　）

要（図示の箇所） 不要

要（排水管を除く） 不要

屋外露出部（・給水管　　・消火管　　・膨張管　　・ドレン管　　・　　　　　・弁類を含む）

厚さは、配管の呼び径 80φ 以下のものは 20t、呼び径 100φ 以上のものは 25t とする。

多湿箇所は下記の場所とする。（天井内共多湿仕様とし、ユニットは含まない）

・ ・ ・

屋内露出（ 　給水管 　給湯管 　冷媒管他）の保温外装は（　　ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 　樹脂ｶﾊﾞｰ）とする。・ ・ ・ ・ ・

・

・

・

・

・ 換気ダクト（保温の厚さ２５ｍｍ、ＯＡは全て、ＥＡは外壁より１ｍまでとする）

全熱交換ユニット用のダクト（保温の厚さ２５ｍｍ、ＯＡは全て、ＥＡは外壁より１ｍ、ＲＡは保温不要）

高圧１ダクト（適用範囲は図示による）

低圧ダクト（ ・ コーナーボルト工法（長返の長さが１，５００ｍｍ以下の部分）

・ アングルフランジ工法 ・

（　厨房　　　湯沸室　）用の隠蔽ダクト（仕様はｈ・（イ）・Ⅶ）とし、範囲は図示による。・ ・

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

延べ面積
階　　数

地下 地上 塔屋
構　　　造

m2

m2

m2

m2

m2

煙　　　　導 伸縮継手，掃除口及び煤塵量測定口の位置は、図示による。

ダ　　ク　　ト

風量測定口 取付箇所は図示による。

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

（２）空気調和機，温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー，レタンチャンバー及び風道系で

消音内貼りしたチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。（天井埋込室内機用を除く）

（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は、雨水の滞留のないように施工する。

ダ　ン　パ　ー （１）防煙ダンパー

定格出力は　　　　　　　　　　　　　以下とする。

（２）ピストンダンパー

ＤＣ２４Ｖ，０．７Ａ

配　管　材　料 （１）冷温水管

（２）冷却水管

（３）給水管

（４）冷媒管

（５）ドレン管

（６）膨張管，空気抜き管，ドレン管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水槽

弁　　　　　類

温　　度　　計 取付箇所は図示による。

圧　　力　　計 取付箇所は図示による。

瞬間流量計 コック付とし、取付箇所は図示による。

油面制御装置

なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は、製造者の標準仕様とする。

絶縁フランジ 取付箇所は図示による。

保温及び消音内貼り

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

・

・

・

・

・

・

・ 硬質塩化ビニル管（ＶＰ）、結露防止層付硬質塩化ビニル管

高圧１ダクト（適用範囲は図示による）とする。

・

・

・

・

復帰方式（　　遠隔　　　　　　　）

復帰方式（　　遠隔　　　　　　　）

コーナーボルト工法（長辺の長さが 1,500mm 以下の部分）低圧ダクト（ ・

・ アングルフランジ工法 ・ 鋼板製スパイラルダクト（適用範囲は図示））とする。

ＪＩＳ又はＪＶ　　（ ・ ・５Ｋ　　　１０Ｋ（図示部分））

・ 給油ポンプ制御 満油警報 遠隔警報 電磁弁制御制御盤には（ ・ ・ ・

・ 返油ポンプ制御 ・ 減油警報 ・ ）の端子を設ける。

・ 鋼管用伸縮管継手の種類は、図示による。

・

・

・

・

・

排水管の項による。

・ ・還りダクトの保温（厚さ 25mm ）範囲は（　　　　　　　　　　　　　）

外気ダクトの保温（厚さ 25mm ）範囲は（　ＧＷ　　　　　　　　　　）・・

・ ・ ・ ・ ・

設計用温湿度
外　　気

屋　　　　　　　　　　内

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

夏　期

冬　期

℃

℃

％

％

２６

２２

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

℃

℃

1

塗　　　　　装 下記の金属管は塗装を行なう。

下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。

は　　つ　　り

電　　線　　類

本工事においては、次の電線管（ＥＭケーブル）の規格を追加する。（１）

呼　　　称 規　　　　　　　　　　格

ＩＥ電線

ＩＥＣ電線

制御用Ｅケーブル

ＥＥケーブル，ＣＥケーブル

（２）

（３）

ＪＣＳ第４１７号　６００Ｖ耐熱性架橋ポリエチレン絶縁電線（ＥＭ－ＩＣ）

ＪＣＳ第４１６号　６００Ｖ耐熱性ポリエチレン絶縁電線（ＥＭ－ＩＣ）

ＪＣＳ第４１８号　６００Ｖ耐熱性ポリエチレンシースケーブル

ＪＣＳ第４１９号　制御用耐熱性ポリエチレンシースケーブル

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、ダイヤモンドカッターを用いる。

天井仕上区分 （　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

施工図等の取扱い 施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

施　工　調　査

事前調査

調査項目

調査範囲

調査方法

試　　　　　験 （１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

（２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

21

22

23

24

25

26

27

28

・

・

・ ・ ・ ・ ・ ・

耐火二層管の箇所は保温不要。

屋外露出 （　　　　　　）の屋内露出・

機械室 倉庫 電気室 自家発室 ＥＶ機械室

・

・

図示

・ ・

・

・

・

・

（　槽内　　　　　　）の吊り金物・支持金物類は、ステンレス鋼製（ＳＵＳ３０４）とする。

図示

・

（　　浴室　　　脱衣室　　　厨房（処理室含む）　　便所内　　　）

・ ｶﾗｰ亜鉛鉄板）とする。

（２）埋設配管・

（１）一般配管・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ　３０４）

・

・

衛生器具付属水栓 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

和風大便器耐火カバー

洗　　面　　器 手洗器は止水栓付とする。

配　管　材　料 （１）給水引込管（本管～量水器）水道事業者の指定による（　　　　　　　　　　）

（２）地中埋設配管

（屋内外共）

その他の一般配管（３）

（４）

水　　　　　栓

量　　水　　器

配　管　材　料 （１）屋　内

ユニットトイレ内配管

量　水　器　桝

量水器桝及び弁桝のコンクリート部は、工場製品としてもよい。

弁　　　　　類 ＪＩＳまたはＪＶ

水　　栓　　柱

管の埋設深さ 管の上端より原則として、一般敷地は（　・３０ｃｍ ・　　　ｃｍ）　構内道路は（・６０ｃｍ

・　　ｃｍ）　以上とする。

保　　　　　温

建物導入部配管

引込工事

納付金

汚水管(埋設,ピット）

雑雨水管(埋設,ピット)

通気管(埋設,ピット）

（２）屋　外

汚水雑排水(その他)

PS060WL-0380(壁),PS060WL-0312(中空壁)

高温排水

第一桝まで

（３）ユニットトイレ内配管

洗面器等の排水管 洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

台所流し等の床上部分の配管は、硬質塩化ビニル管（ＶＰ）でもよい。

図示の箇所に取り付ける。

排　水　桝

満水試験継手

桝　　　間

塩ビ桝・桝のコンクリート部は工場製品としてもよい。
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5 ・ 要（ ・ ・ 本工事　） ・ 不要別途工事

排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

耐火二層管（PS内立管及び図示箇所）

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

耐火二層管（ＶＰ）国土交通大臣認定番号 PS060FL-0383(床)

耐熱性硬質塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）

排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

別紙図示参照

・ 要（ ・ ・ 本工事　） ・ 不要別途工事

・ 要（ ・ ・ 本工事　） ・ 不要別途工事

鋼板製高置タンクの保温

鋼板製受水タンクの保温・

・

・ 合成樹脂製 ・ アルミニウム合金製 ・ ・ ステンレス製

逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。・

・ 弁は、管端コア付又はライニング弁を使用する。

・

・

水道直結部分　（

その他の部分　（

・

・

１０Ｋ

５Ｋ

・

・

）

）

・

・

・

水道事業者指定品　（ ・ 貸与品 ・ 買い取り　） 標準図ＭＣ形・

・ ・親メーター　（ 貸与品 ）・ ・ 子メーター　（ 買い取り ・・ ）

水抜栓を使用する場合、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。但し、屋内は固定こま式とする。

台所流し用の水栓は泡沫式とする。

・

・

・

・ 水道用ダクタイル鋳鉄管

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＶＬＰ－ＶＤ）

耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＶＬＰ－ＶＢ）

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＶＬＰ－ＶＤ）　土間

別紙図示参照

設ける（ピット内は除く） 設けない・ ・

配　管　材　料

絶縁フランジ 図示の箇所に取り付ける。

弁　　　　　類 （図示部分））

配　管　材　料 （１）屋内消火栓

（２）スプリンクラー設備

消火用外面ライニング鋼管地中

配管用炭素鋼鋼管（白）

消火用外面ライニング鋼管

一般

地中

但し、防凍保温は共通事項による。

保　　　　　温

（３）

1

2

3

1

2

一般 配管用炭素鋼鋼管（白）・

・

・

・

ＪＩＳまたはＪＶ　（ ・ ５Ｋ ・ １０Ｋ

・ 電気温水器は付属品を使用

6 要（ ・ ・ 本工事　） ・ 不要別途工事・

一般配管用ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ　３０４）

ガ　ス　種　別 発熱量　　　　　

配　管　材　料 都市ガス　　ガス事業者の供給規定による。

液化石油ガス （１）一般 配管用炭素鋼鋼管（白）

（２）地中 ポリエチレン被覆鋼管

充　填　容　器

集　合　装　置

ＭＪ／　ｍ３）1

2

3

4

・

・

別途（ ・ ・ ・ ）

都市ガス　　（供給者名：

液化石油ガス

５０ｋｇ バルク（９８０ｋｇ）

転倒防止等

メ　ー　タ　　ー

ガス漏れ警報器

漏洩検知装置

5

6

7

8 ・ ・

・ ・ 別途工事（電気工事）

・

本工事（図示による）

要 不要

・親メーター　（ 貸与品 ）・ ・ 子メーター　（ 買い取り ・・ ）

電　気　防　食　

引込負担金等

9

10 ・ ・ ・ ・

・ ・要

要（

不要

別途工事 本工事　） 不要

仕　　様　　等 図示による。

そ　の　他

1

2

・

・

自
動
制
御
設
備

空
気
調
和
設
備

換
気
設
備

排
煙
設
備

衛
生
器
具
設
備

給
水
設
備

排
水
設
備

給
湯
設
備

消
火
設
備

鋼板製スパイラルダクト（適用範囲は図示））とする。

ガ
ス
設
備

人造石研ぎ出し製

吊り及び支持金物

地中埋設標等

工事用電力・水・その他

共
通
事
項 １

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

空気調和設備

換気設備

１

排煙設備

自動制御設備

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14給水設備

衛生器具設備

排水設備

給湯設備

消火設備

ガス設備

し尿浄化槽設備

さく泉工事設備

床暖房設備

仕　　様　　等 図示による。

そ　の　他

1

2

・

・し
尿
浄
化
槽
設
備

床
暖
房
設
備

仕　　様　　等 図示による。

そ　の　他

1

2

・

・濾
過
設
備

濾過設備

12

13

構成その他

水が逆流するおそれのある場合においては、吐水空間を確保すること。呼び径13mm以下水平距離25mm以上、呼び径13mmを

超え20mm以下40mm以上。

吐水空間の確保が困難な場合、吐水口において逆サイホン作用が生じた際などに逆流が生じることがある為、

バキュームブレーカーを設置すること。

ウォーターハンマー防止器）を設ける。

1

吐水空間※

逆流防止措置※

※ ウォーターハンマー防止対策

建築係員の指示する場所に､さく泉工事を行うものとする。

井戸清掃､揚水試験､水質検査等建築係員の指示による。

井戸ピット工事も本工事に含むものとする。

・

・

・

さ
く
泉
工
事

注
意
事
項

配管内流速を出来るだけ遅く（2.0 m/sec以下）し、その圧力を吸収する装置（エアチャンバー、

配管についても十分な支持とすること。

配管の材質は不浸透質の耐水材料であり、かつ耐腐食性のものとする。

塩化ビニル管または内面・外面ライニング鋼管(コア内蔵継手を使用)等を使用する。

適切な管径及び勾配を取ること。

呼び径65以下は最小1/50、呼び径75、100は最小1/100、呼び径125は最小1/150、呼び径150以上は最小1/200とする。

※

※

※

配管腐食防止

配管勾配

防火区画貫通

防火区画を給排水管、配電管が貫通する場合の措置は、令112条20項の規定による。

防火区画を換気等のダクトが貫通する場合の措置は、令112条21項の規定による。

防火区画貫通部は、令129条の2の5-1による。

14

＊設備機材等メーカーリスト表（参考）本工事に使用する下記の設備機材等は、この表によるも同等品以上とする。

エアコン類

換気機器

天井扇　ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ　換気扇　全熱交換器

中間ﾌｧﾝ　ｼｰﾘﾝｸﾞﾌｧﾝ　給排気グリル

ダイキン 東芝 日立 パナソニック 三菱

排水金物類

床掃除口　　床排水 グリストラップ

自動給水ポンプ 川本製作所 日立 荏原製作所 テラル

給湯機類 ノーリツ リンナイ パーパス 日立 三菱 パナソニック

衛生器具 ＴＯＴＯ ＬＩＸＩＬ

チ ャ ン バ ー

チ ャ ン バ ー

引込工事

納付金

２．特　記　仕　様

（１）

（２）

項目は番号に○印の付いたものを適用する。

特記事項のうち選択する事項は、・印の付いたものを適用する。

別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する（　・構内敷きならし　・場外搬出）とする。

根切り土の中の良質土（但し、コンクリート管以外の管の周囲は山砂の類） ・山砂の類

本工事　・別途工事　とする。

火気を使用する設備

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方　建築設備編（最新版）」による。

は、防凍保温を行う。その仕様は標仕による。

隠蔽：標仕第２編　第３章によるほか下記による。

標準仕様書（電気設備工事編）」（最新版）による。

改修標仕第１編２．２．１によるほか、下記による。

標仕第２編３．１．４によるほか、下記による。

膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標仕第２編３．１．４による。

空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標仕第２編３．１．５の

厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標仕より１ランク厚いものを使用する。

標仕第２編３．１．４によるほか、下記のダクトの保温を行う。

標仕第２編３．１．５によるほか、下記の機器の保温を行う。

下記によるほか、改修標仕第１編１．５．１及び１．５．２による。

特定の施設におけるＫＨ

一般の施設におけるＫＨ

ただし、設計用地震力（水平及び鉛直）は次の設計用水平震度ＫＨ（下表中、

固定の機器／　防振支持の機器／　水槽類）及び設計用鉛直震度ＫＶ（ＫＨ／２）を

屋外露出配管は、標仕第２編３．１．５．ｅ3　・（ハ）・Ⅴによる保温を行う。

設計図書にビニル電線等を使用する旨の記載があるものは、ＥＭケーブルの規格を含むものとする。

ＥＭケーブルの電線の色別は、原則として国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築

共同溝、床下ピットの保温は標仕第２編　表２．３．３施工種別Ｄを適用する。

電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合はそれぞれの工事特記仕様書を適用する。（２）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（最新版）」（以下、標仕）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（最新版）」（以下、改修標仕）

特記仕様及び図面に記載されていない事項は、下記による。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）」（以下、標準図）

電線及びケーブルの規格は標仕第４編１．５．１表、４．１．１１による。

建物内の空気抜き管の保温は、標仕第２編３．１．４による。

標準図　建築物導入部の変位吸収管要領(ニ)(c)による。

標準図　液化石油ガス容器転倒防止施工要領による。

標準図　液化石油ガス容器廻り配管要領による。

ホーコス 下田エコテック 小島 ダイドレ 長谷川

伊藤鉄工 福西鋳物

衛生陶器

水栓類 ＴＯＴＯ ＬＩＸＩＬ

パナソニック

ＫＶＫ カクダイ ＳＡＮＥＩ

水槽類 森松工業 ベルテクノ 三菱ケミカルインフラテック 積水アクアシステム

消防用設備器具 立売堀製作所 横井製作所 ヤマトプロテック

１－ －

備　　考

恵那市武並町竹折1059番地36

コミュニティーセンター Ｓ

屋外露出（ 　給水管 　給湯管 　冷媒管他）の保温外装は（　　 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　  ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板

３６．８ ４４．７

０．４ ６５．３

一般系統

成行

成行

冷媒用被覆銅管（保温厚 液管：10mm ガス管：20mm）

ガスヒートポンプエアコン

ヤンマー ダイキン アイシン

1

992

工事名称 武並コミセン空調改修工事

0



scale date drawing checkchief

２ 武 並コ ミセ ン空 調改 修 工事５ ３４ '25.08 山 田 山 田 山 田
一 級 建 築 士 354804

山 田 尚 紀
0 0空調 機 器表

1

1

1

1

コンクリート基礎本工事室外機　冷房能力　35.5kw　暖房能力　42.5kw　ガス消費量　22.7kw(LPG)

消費電力　3相200V-1.21kw　　防振架台　　防雪フ－ド　　メ－カ－標準付属品共

送風機0.36kw x2

2200x1500x200H

ガスヒ－トポンプエアコン

(GHP-新冷媒)(事務所系統)

GHP-1

記　号 名　　　称 仕　　　　様 備　　考

GHP-1-1

GHP-1-2

GHP-1-3

GHP-1-4

GHP-1-5

GHP-2

(集会室系統)

GHP-2-1

GHP-2-2

GHP-3

(会議室系統)

GHP-3-1

GHP-4

GHP-4-1

GHP-4-2

室内機　天井埋込カセット4方向吹出型 　　冷房能力　4.5kw　　暖房能力　5.3kw　　

消費電力　単相200V-0.05kw

送風機14w

標準パネル　ワイヤ－ドリモコンスイッチ1台　ドレンアップメカ付

ホ－ル・ロビ－3

室内機　天井埋込カセット4方向吹出型 　　冷房能力　3.6kw　　暖房能力　4.2kw　　

消費電力　単相200V-0.05kw

送風機14w

標準パネル　ワイヤ－ドリモコンスイッチ2台　ドレンアップメカ付

事務室・廊下4

室内機　天井埋込カセット4方向吹出型 　　冷房能力　7.1kw　　暖房能力　8.5kw　　送風機20w

消費電力　単相200V-0.06kw 標準パネル　ワイヤ－ドリモコンスイッチ1台　ドレンアップメカ付

図書コ－ナ－1

1

1

3

8

3

2

2

応接室

印刷室

コンクリート基礎本工事

2200x1500x200H

集会室

集会室

コンクリート基礎本工事

1800x1300x200H

会議室・少会議室

コンクリート基礎本工事

2200x1500x200H

調理実習室

和室

室内機　壁掛型　　冷房能力　3.6kw　　暖房能力　4.2kw　　 消費電力　単相200V-0.05kw送風機33w

ワイヤ－ドリモコンスイッチ

室内機　壁掛型　　冷房能力　2.8kw　　暖房能力　3.4kw　　送風機33w 消費電力　単相200V-0.045kw

ワイヤ－ドリモコンスイッチ

室外機　冷房能力　56.0kw　暖房能力　67.0kw　ガス消費量　41.5kw(LPG)

消費電力　3相200V-1.21kw　　防振架台　　防雪フ－ド　　メ－カ－標準付属品共

ガスヒ－トポンプエアコン

(GHP-新冷媒)

室内機　天井埋込カセット4方向吹出型 　　冷房能力　9.0kw　　暖房能力　10.6kw　　消費電力　単相200V-0.07kw

高所専用パネル(自動昇降機能付)　ワイヤ－ドリモコンスイッチ1台　ドレンアップメカ付

室内機　天井埋込カセット4方向吹出型 　　冷房能力　4.5kw　　暖房能力　5.3kw　　消費電力　単相200V-0.05kw

高所専用パネル(自動昇降機能付)　ワイヤ－ドリモコンスイッチ3台　ドレンアップメカ付

室外機　冷房能力　28.0kw　暖房能力　33.5kw　ガス消費量　21.6kw(LPG)

消費電力　3相200V-0.73kw　　防振架台　　防雪フ－ド　　メ－カ－標準付属品共

ガスヒ－トポンプエアコン

(GHP-新冷媒)

室内機　天井埋込カセット4方向吹出型 　　冷房能力　11.2kw　　暖房能力　13.2kw　　

消費電力　単相200V-0.07kw 標準パネル　ワイヤ－ドリモコンスイッチ3台　ドレンアップメカ付

室外機　冷房能力　35.5kw　暖房能力　42.5kw　ガス消費量　22.7kw(LPG)

消費電力　3相200V-1.21kw　　防振架台　　防雪フ－ド　　メ－カ－標準付属品共

ガスヒ－トポンプエアコン

(GHP-新冷媒)

室内機　天井埋込カセット4方向吹出型 　　冷房能力　11.2kw　　暖房能力　13.2kw　　消費電力　単相200V-0.07kw

高所専用パネル(自動昇降機能付)　ワイヤ－ドリモコンスイッチ1台　ドレンアップメカ付

室内機　天井埋込カセット4方向吹出型 　　冷房能力　7.1kw　　暖房能力　8.5kw　　

消費電力　単相200V-0.06kw 標準パネル　ワイヤ－ドリモコンスイッチ1台　ドレンアップメカ付

*　ON/OFFコントロ－ラ－　1個(事務所内電気盤に組込みとする。)

既設空調機器表

今回対象外

1室外機　冷房能力　35.5kw　暖房能力　40.0kw　ガス消費量　24.6kw(LPG) 送風機0.750kw x2

2200x1500x200H

ガスヒ－トポンプエアコン

(事務所系統)

GHP-1

記　号 名　　　称 仕　　　　様 備　　考

GHP-1-1

GHP-1-2

GHP-1-3

GHP-1-4

GHP-1-5

室内機　天井埋込カセット4方向吹出型 　　冷房能力　4.5kw　　暖房能力　5.0kw　　

消費電力　単相200V-0.05kw

送風機57w

標準パネル　ワイヤ－ドリモコンスイッチ1台　ドレンアップメカ付

ホ－ル・ロビ－3

室内機　天井埋込カセット4方向吹出型 　　冷房能力　3.6kw　　暖房能力　4.0kw　　

消費電力　単相200V-0.04kw

送風機57w

標準パネル　ワイヤ－ドリモコンスイッチ2台　ドレンアップメカ付

事務室・廊下4

室内機　天井埋込カセット4方向吹出型 　　冷房能力　7.1kw　　暖房能力　8.0kw　　送風機57w

消費電力　単相200V-0.09kw 標準パネル　ワイヤ－ドリモコンスイッチ1台　ドレンアップメカ付

図書コ－ナ－1

1

1

応接室

印刷室

室内機　壁掛型　　冷房能力　3.6kw　　暖房能力　4.0kw　　 消費電力　単相200V-0.03kw送風機40w

ワイヤ－ドリモコンスイッチ

室内機　壁掛型　　冷房能力　2.8kw　　暖房能力　3.2kw　　送風機40w 消費電力　単相200V-0.03kw

ワイヤ－ドリモコンスイッチ

改修空調機器表

(調理･和室系統)

台数 台数

YNCP355L1

HCGP45K3

HCGP36K3

HCGP71K3

HAGP36K2

HAGP28K2

コンクリート基礎既設利用

寒冷地仕様(R410A)ﾘﾆｭｰｱﾙ型

1GHP-34

(会議室系統)

GHP-34-1

GHP-34-2

GHP-34-3

3

2

2

会議室・少会議室

調理実習室

和室

室外機　冷房能力　56.0kw　暖房能力　63.0kw　ガス消費量　41.9kw(LPG)ガスヒ－トポンプエアコン

室内機　天井埋込カセット4方向吹出型 　　冷房能力　11.2kw　　暖房能力　12.5kw　　

消費電力　単相200V-0.13kw 標準パネル　ワイヤ－ドリモコンスイッチ3台　ドレンアップメカ付

室内機　天井埋込カセット4方向吹出型 　　冷房能力　11.2kw　　暖房能力　12.5kw　　消費電力　単相200V-0.13kw

高所専用パネル(自動昇降機能付)　ワイヤ－ドリモコンスイッチ1台　ドレンアップメカ付

室内機　天井埋込カセット4方向吹出型 　　冷房能力　7.1kw　　暖房能力　8.0kw　　

消費電力　単相200V-0.09kw 標準パネル　ワイヤ－ドリモコンスイッチ1台　ドレンアップメカ付

(調理･和室系統) YNCP560L1

HCGP112K3

HCGP112K3

HCGP71K3

2200x1500x200H

コンクリート基礎既設利用

寒冷地仕様(R410A)ﾘﾆｭｰｱﾙ型

SR-1 集中コントローラー 液晶カラータッチパネル　32リモコングループ　

一括運転/一括停止　運転モード　設定温度　風量　スケジュール設定　単相100/200V兼用

1

HLA32MN1

事務室　盤面取付

冷媒配管要領図(屋外露出) 冷媒配管要領図(屋内隠蔽)

液管（被覆銅管）

 t=20以上(整形厚)

ガス管（被覆銅管）

（保温厚20㎜）

ポリエチレンフィルム

グラスウール保温筒

室内外連絡線

（保温厚10㎜）

ステンレス鋼板

ドレン配管（裸管）

カラーＶＰ管

粘着テープ
液管（被覆銅管）

（保温厚10㎜）

ガス管（被覆銅管）

（保温厚20㎜）

室内外連絡線

個別ﾘﾓｺﾝ線

GL▽

防振ゴム10t室外機基礎

既設流用

(防雪ﾌｰﾄﾞ)

風向ｶﾞｲﾄﾞ

830

8
0
0

1685

2
9
8
2

室外機設置要領図(参考)

ドレン配管

結露防止層付ＶＰ管

ドレン配管

ＶＰ管

グラスウール保温筒

 t=20以上(整形厚)

※屋内ﾄﾞﾚﾝ管仕様は既設同等とする。

あと施工ｱﾝｶｰにて固定

2---

【撤去】

消費電力　単相200V-1.26kw　　防雪フ－ド　　分岐管　メ－カ－標準付属品共

消費電力　単相200V-0.659kw　　防雪フ－ド(製作品)　　メ－カ－標準付属品共

・冷媒配管、ﾄﾞﾚﾝ配管、制御配線は原則流用とし、機器の接続部のみ一部更新とする。

・冷媒配管の流用にあたっては、耐圧試験を行い、漏れなき事を確認すること。

　又、あと施工ｱﾝｶｰ打ちは鉄筋探査を行い施工すること。

　又、図示なきものも損傷の激しい外装材は更新とする。

・冷媒配管の外装材は原則として、改修後設備図の実線部分は更新を行う。

・室外機、室内機の電源取外し再取付は電気工事とする。

・室外機固定用ｱﾝｶｰは総てあと施工ｱﾝｶｰにて再施工すること。

・既設GHP-1.3.4系統空調機の機器及び付帯設備の更新を行う。

特記事項

・GHP-3、GHP-4系統は室内系統を統合し、GHP-34系統として1冷媒系統へ変更する。

・GHP-34の室外機用防雪ﾌｰﾄﾞは原則既製品利用とするが、設置場所の都合上やむを得ない場合、製作品としてよい。
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GHP-2

ＧＨＰ基礎断面図

ＧＨＰ基礎断面図 GHP-3

GHP-1

GHP-2

GHP-4

空調機壁掛け形

空調機天井カセット形

凡　例

空調機GHP室外機

38.1 / 19.1 CEES　2　-2C

CEES　2　-2C

CEES　2　-2C

CEES　2　-2C

CEES　2　-2C

CEES　2　-2C

CEES　2　-2C

CEES　2　-2C

12.7 / 6.4

15.9 / 9.5

19.1 / 9.5

25.4 / 12.7

28.6 / 12.7

31.8 / 12.7

31.8 / 15.9

A

B

C

D

E

F

G

H

*　冷媒配管液側はハイグレ－ド管とする。

冷媒配管サイズ(参考)
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GHP-1-3
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GHP-3 GHP-4GHP-1
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D

20
0

15
0

2200

20
0

15
0

▼ＧＬ

1800

砕石

砕石

10
0

▼ＧＬ10
0

タテ・ヨコ共ダブル

鉄筋 Ｄ１０－ ＠１５０

タテ・ヨコ共ダブル

鉄筋 Ｄ１０－ ＠１５０

基礎寸法 2200x1500x200H

基礎寸法 1800x1300x200H

20

 50 50 

50

50

G

G

20

20

G ｶﾞｽ管

【凡例】

撤去設備を示す

既設流用を示す

R

D ﾄﾞﾚﾝ管

冷媒管

【凡例】
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GHP-3 GHP-4GHP-1

GHP-2

GHP-2-2 GHP-2-2

GHP-2-2 GHP-2-2

GHP-2-1

GHP-2-2

GHP-2-1

GHP-2-2

GHP-2-2
GHP-2-1

GHP-2-2

GHP-1-1

GHP-1-1

GHP-1-2

GHP-1-4

GHP-1-2 GHP-1-2

GHP-4-1GHP-4-1

GHP-1-5

GHP-1-1

GHP-3-1GHP-3-1GHP-3-1

GHP-4-2GHP-4-2

GHP-1-2

GHP-1-3

ＫＳ

記  号 名        称 型    番 備      考

ＲＳ
機器付属品
機器付属品
機器付属品

全熱交換器

冷媒管共巻

機器付属品
機器付属品

エアコン集中管理

SRS

ＳＲＳ

ＨＸ－１,２
ＳＷ

集中管理リモコン
個別リモコン
全熱交換器スイッチ
サーキュレータスイッチ
給湯器リモコン

自動制御機器表

HX－1 HX－2

RS RS RS RS RS RS

AC100V

サーキュレータ 2ｓｅｔ

SW

KS

給湯機

結線図 1:100

：総合盤

：電気工事盤 ：電気工事盤

空調機壁掛け形

空調機天井カセット形

天井扇　サーキュレ－タ－

空調換気扇ロスナイ天井埋込形

空調換気扇ロスナイカセット形

冷媒管巻付配線

隠蔽配線

屋外露出配線

２Ｃ

記号

３Ｃ

４Ｃ

６Ｃ

Ｓ２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－２Ｃ　（ＰＦ１６）（Ｅ１９）（Ｇ１６）

配線内容　　　　　　　（隠蔽）   （露出）　 （屋外）

ＥＭ－ＣＥＥ２　　　　－３Ｃ　（ＰＦ２２）（Ｅ２５）（Ｇ２２）

ＥＭ－ＣＥＥ２　　　　－４Ｃ　（ＰＦ２２）（Ｅ２５）（Ｇ２２）

ＥＭ－ＣＥＥ２　　　　－６Ｃ　（ＰＦ２２）（Ｅ２５）（Ｇ２２）

ＥＭ－ＥＥＳ１．２５　－２Ｃ　（ＰＦ２２）（Ｅ２５）（Ｇ２２）

配線凡例

□

□

□

□

□

凡　例

給湯器

ＫＳ

 

２Ｃ

２Ｃ ２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ

３Ｃ
２Ｃ

２Ｃ×２

２Ｃ ２Ｃ×２

２Ｃ

Ｓ２Ｃ

２Ｃ

３Ｃ２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ３Ｃ

２Ｃ

３Ｃ

２Ｃ

３Ｃ

２Ｃ
２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ

３Ｃ
２Ｃ×２

２Ｃ

２Ｃ

３Ｃ

２Ｃ

３Ｃ

２Ｃ

２Ｃ×２２Ｃ×２２Ｃ×３

２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ×２

２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ×２

２Ｃ×２２Ｃ×２

２Ｃ

RS

HX－1

RS

HX－1

RS

HX－1

RS×3
HX－1×2

HX－1
RS

RS
HX－1

RS HX－1

RS
HX－1

RS

総合盤

SRS組込 ２Ｃ

３Ｃ

２Ｃ

２Ｃ×２

２Ｃ×２

４Ｃ

４Ｃ

２Ｃ×２

２Ｃ×２

２Ｃ

２Ｃ×２

２Ｃ×２

２Ｃ
２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ×２２Ｃ

２Ｃ×３
６Ｃ６Ｃ

２Ｃ

２Ｃ

６Ｃ

組込

RS×4

HX－2×1
SW×3

別途電気工事盤
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20 2020 20

防雪ﾌｰﾄﾞ(風向ｶﾞｲﾄﾞ)製作図（参考）

発電機用ｶﾞｽﾒｰﾀｰ
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GHP室外機廻り
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ﾎｰﾙ・ﾛﾋﾞｰ

GHP

1-3

図書ｺｰﾅｰ
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【 更 新 】
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冷媒配管及び連絡線一覧表

記　号 液　管 ガス管

ＣＥＥＳ　２　－２Ｃ

ＣＥＥＳ　２　－２Ｃ

ＣＥＥＳ　２　－２Ｃ

ＣＥＥＳ　２　－２Ｃ

ＣＥＥＳ　２　－２Ｃ

ＣＥＥＳ　２　－２Ｃ

ＣＥＥＳ　２　－２Ｃ

制御用連絡線

□

□

□

□

□

□

□

ＣＥＥＳ　２　－２Ｃ
□

19.1φ 38.1φ

31.8φ15.9φ

31.8φ

28.6φ

25.4φ

19.1φ

15.9φ

12.7φ6.4φ

9.5φ

9.5φ

12.7φ

12.7φ

12.7φ

GM （GC共）

防雪ﾌｰﾄﾞ
(既製品)

防雪ﾌｰﾄﾞ
(製作品)

 50 50 

50

50

G

G
20

20
20

G ｶﾞｽ管

【凡例】

既設流用を示す

R

D ﾄﾞﾚﾝ管

冷媒管

【凡例】

更新設備を示す

【凡例】
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【凡例】

既設流用を示す

更新設備を示す

HLA32MN1
HLPARF3A

凡　例

GHP

1-1 ×3

ﾎｰﾙ・ﾛﾋﾞｰ

GHP

1-3

図書ｺｰﾅｰ

GHP

事務所

1-2 ×2

GHP

事務所倉庫

1-4

GHP

1-5

印刷室

GHP

34-1

小会議室

GHP

34-1

会議室

×2

GHP

廊下

1-2 ×2

GHP

×2

調理実習室

34-2

GHP

×234-3

和室
GHP

34

GHP

1

GHP-2

GHP-2-2 GHP-2-2

GHP-2-2 GHP-2-2

GHP-2-1

GHP-2-2

GHP-2-1

GHP-2-2

GHP-2-2
GHP-2-1

GHP-2-2

GHP-2系統切り離し

特記

・既設総合盤面の集中コントローラーを新規集中コントローラーへ取り換えを行う

・GHP-2系統集会室は個別ﾘﾓｺﾝで運用とし、更新系統とは切り離す。

既設室内外渡り配線
調理実習室室内機へ接続

BOX内にて結線

集中制御配線

ＫＳ

記  号 名        称 型    番 備      考

ＲＳ
機器付属品

全熱交換器

冷媒管共巻

機器付属品
機器付属品

エアコン集中管理

SRS

ＳＲＳ

ＨＸ－１,２
ＳＷ

集中管理リモコン
個別リモコン
全熱交換器スイッチ
サーキュレータスイッチ
給湯器リモコン

自動制御機器表

HX－1 HX－2

RS RS RS RS RS RS

AC100V

サーキュレータ 2ｓｅｔ

SW

KS

給湯機

結線図 1:100

機器付属品(更新)
機器付属品(更新)

：総合盤

：電気工事盤 ：電気工事盤

２Ｃ

記号

３Ｃ

４Ｃ

６Ｃ

Ｓ２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－２Ｃ　（ＰＦ１６）（Ｅ１９）（Ｇ１６）

配線内容　　　　　　　（隠蔽）   （露出）　 （屋外）

ＥＭ－ＣＥＥ２　　　　－３Ｃ　（ＰＦ２２）（Ｅ２５）（Ｇ２２）

ＥＭ－ＣＥＥ２　　　　－４Ｃ　（ＰＦ２２）（Ｅ２５）（Ｇ２２）

ＥＭ－ＣＥＥ２　　　　－６Ｃ　（ＰＦ２２）（Ｅ２５）（Ｇ２２）

ＥＭ－ＥＥＳ１．２５　－２Ｃ　（ＰＦ２２）（Ｅ２５）（Ｇ２２）

配線凡例

□

□

□

□

□

空調機壁掛け形

空調機天井カセット形

天井扇　サーキュレ－タ－

空調換気扇ロスナイ天井埋込形

空調換気扇ロスナイカセット形

空調機GHP室外機

２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ×２

２Ｃ×２

４Ｃ

４Ｃ

２Ｃ×２

２Ｃ×２

２Ｃ

２Ｃ×２

２Ｃ×２

２Ｃ
２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ×２２Ｃ

２Ｃ×３
６Ｃ６Ｃ

２Ｃ

２Ｃ

６Ｃ

組込

RS×4

HX－2×1
SW×3

別途電気工事盤

 

２Ｃ

２Ｃ ２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ

３Ｃ
２Ｃ

２Ｃ×２

２Ｃ×２

２Ｃ

２Ｃ

３Ｃ２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ３Ｃ

２Ｃ

３Ｃ

２Ｃ

３Ｃ

２Ｃ
２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ

３Ｃ
２Ｃ×２

２Ｃ

２Ｃ

３Ｃ

２Ｃ

３Ｃ

２Ｃ

２Ｃ×２２Ｃ×２２Ｃ×３

２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ×２

２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ×２

２Ｃ×２

２Ｃ

RS

HX－1

RS

HX－1

RS

HX－1

RS×3
HX－1×2

HX－1
RS

RS
HX－1

RS HX－1

RS
HX－1

RS

総合盤

２Ｃ

３Ｃ

SRS更新

ＫＳ
Ｓ２Ｃ

給湯器

２Ｃ

２Ｃ

２Ｃ
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共
　
通
　
事
　
項

6 14・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・１ 機          材 ・ 本工事に使用する資機材は、別記リストによるほか同等品とする。 １ 工  事  方  法 ・ 金属管 合成樹脂管 ＣＤ管 ＰＦ管 ＦＥＰ管 １ 工  事  方  法 ・ 金属管 合成樹脂管 ＣＤ管 ＰＦ管 ＦＥＰ管電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書
電
　
話
　
設
　
備

火
 
災
 
通
 
報
 
設
 
備

・ ・２ 工 事 従 事 者 ・ 自家用工作物においても、法令で定める電気工事士とする。 ・ ケーブル配線 ケーブルラック ・ ケーブル配線 ケーブルラック

・ ・ ・ ・尚、消防設備においては、法令で定める消防設備士とする。 ・ 隠ぺい工事 （     全  部          一  部  ） ・ 隠ぺい工事 （     全  部          一  部  ）
工  事  名　称  

・ ・ ・ ・３ 工 事 用 電 力 ・ 本工事に必要な工事用電力，水等の費用は、請負者の負担とする。 ・ 露出工事 （     全  部          一  部  ） ・ 露出工事 （     全  部          一  部  ）

・ ・ ・ ・水、その他 ・ 官公庁署及び電力会社，電気通信事業等への申請手続きは、請負者が代行し ・ 地中埋設工事 （     全  部          一  部  ） ・ 地中埋設工事 （     全  部          一  部  ）工  事  場  所  

・ ・その費用も請負者が負担とする。 ２ 配  管・配  線 ・ 配  管 （     本工事          別途工事  ） ２ 機  器  仕  様 ・ 別 図 参 照

・ ・ ・ ・工  事  種  別  ４ 工  事  方  法 ・ 電力及び電話引込線の引留め方法，位置については、電力会社，電気通信事業者等と ・ 配  線 （     本工事          別途工事  ） ３ そ    の    他 ・

・ ・打合せの上監督員の指示に従い施工する。 ３ 機  器  仕  様 ・ 交 換 装 置 （ 電 子 交 換 機 電子ボタン電話装置 ）

棟  別  概  要 ・・ 機器を実装しない位置ボックス等は、用途別表示付プレートを取付ける。 ・ 回       線 （ 外 線   実装      回線       容量      回線 ）12 12
階      数

・・ 図中、姿図等の寸法は概略寸法を表すものとする。 （ 内 線   実装      回線       容量      回線 ）15 16建  物  名  称 構  造 延  床  面  積 摘       要
地 下 地 上 塔 屋 15・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ 配管工事のみの場合は、導入線を挿入の上末端養生及び行先表示を ・ ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ （    ２Ｃ       ４Ｃ       ６Ｃ ） １ 工  事  方  法 ・ 金属管 合成樹脂管 ＣＤ管 ＰＦ管 ＦＥＰ管

自
 
動
 
火
 
災
 
報
 
知
 
設
 
備

・施すものとする。 ・ 別 図 参 照 ・ ケーブル配線 ケーブルラック㎡
・ ・ ・ ・・ 天井内ケーブル送り配線となる場合の機器の位置ボックスは、不要とする。 ４ 接  地  工  事 ・ 保 安 器 用 （ 本 工 事   100Ω以下 別  途 ） ・ 隠ぺい工事 （     全  部          一  部  ）㎡
・ ・ ・ ・・ ２重天井内は、ケーブル配線としてもよい。 ・ 構 内 交 換 機 用 （ 本 工 事   10Ω以下 別  途 ） ・ 露出工事 （     全  部          一  部  ）

㎡
・ ・ ・ ・・ 地中埋設配管の埋設深さは０．６Ｍ以上とし、埋設標識シートを設ける。 ５ プ  レ  ー  ト ・ 新 金 属 洋風モダン ワ イ ド ・ 地中埋設工事 （     全  部          一  部  ）

㎡ ・ ・ ・ ・・ ハンドホールはブロックハンドホールとし、鉄蓋は重荷重タイプを使用する。 ６ フ ロ ア ー 機 器 ・ 水平高低調整型 ﾀｯﾁ式ｱｯﾌﾟ型 簡 易 型 ２重床用 ２ 機  器  仕  様 ・ 専用受信機 （     Ｐ型    級       回線 ）１ ４０

㎡ ・ ・５ 塗          装 ・ 金属露出配管は、塗装（調合ペイント２回塗り）を行う。 ７ そ    の    他 ・ ・ 複 合 盤 （ ・ 火災表示     Ｌ   ・ 自動閉鎖     Ｌ  ・ ガス漏れ     Ｌ１６ １

・６ 外線工事負担金 ・ 速やかに調査報告を行う 請負者の負担とする   ・ 諸表示     Ｌ  ・ 予備     Ｌ  ）１４ ９㎡
・・ ・ ・７ 既設との取合せ ・ 本工事に伴う既設設備との軽微な加工改造は、本工事とする。 ・ 機器収容箱 （ 露 出 型 埋 込 型 消火栓箱 ）

８ 他工事との取合せ ・ 本工事区分表による。 ・ 別 図 参 照工  事  種  目
7 ・ ・ ・ ・ ・ ・９ 施工図 .その他 ・ 各平面設備図 ・ 展開詳細図 ・ 各設備系統図 １ 工  事  方  法 ・ 金属管 合成樹脂管 ＣＤ管 ＰＦ管 ＦＥＰ管 ３ そ    の    他 ・1 一  式 11 一  式

テ
 
 
レ
 
 
ビ
 
 
共
 
 
聴
 
 
設
 
 
備

適用NO ・・ 各機器承認図 ・ 完  成  図 ・ 電界強度測定表 ・ ケーブル配線 ケーブルラック
幹線設備 電気錠設備2 一  式 12 一  式

・ ・・ その他監督員の要請したもの。 ・ 隠ぺい工事 （     全  部          一  部  ）
動力設備 自家発電設備3 一  式 13 一  式

・ ・・ 露出工事 （     全  部          一  部  ）

電灯ｺﾝｾﾝﾄ設備 火災通報設備4 一  式 14 一  式 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ 地中埋設工事 （     全  部          一  部  ） １ 工  事  方  法 金属管 合成樹脂管 ＣＤ管 ＰＦ管 ＦＥＰ管

自
 
 
動
 
 
閉
 
 
鎖
 
 
設
 
 
備

・ ・ ・ ・ ・ＬＡＮ配線設備 自動火災報知設備 ２ 機  器  仕  様 ・ ＣＳ受信システム 一般共聴システム 別 図 参 照 ＢＬ部品 ケーブル配線 ケーブルラック5 一  式 15 一  式
項 項        目 設          備          概          要

・ ・ ・・ テレビ接続コード （ＵＶ分波器，同軸ケーブル２Ｍ付） 直列ユニット相当数 隠ぺい工事 （     全  部          一  部  ）電話設備 自動閉鎖設備6 一  式
1 ・ ・ ・ ・ ・１ 電  気  方  式 高   圧 ・ 三相３線式 6600V 60Hz ３ 共  聴  方  式 ・ 幹線分岐式 直 列 式 混 合 式 露出工事 （     全  部          一  部  ）

テレビ共聴設備 ナースコール設備7 一  式

高
 
圧
 
受
 
電
 
設
 
備

・ ・ ・ ・ ・低   圧 ・ 三相３線式 200V ・ 三相４線式    V ４ プ  レ  ー  ト ・ 新 金 属 洋風モダン ワ イ ド 地中埋設工事 （     全  部          一  部  ）
ローカル放送設備 避雷設備8 一  式

・ ・ ・ ・・ 単相３線式 100-200V 単相２線式 200V ５ ビ ル 影 用 設 備 ・ 図示配管のみ ２ 機  器  仕  様 専用連動操作盤       回線 複合操作盤 別 図 参 照

ｲﾝﾀｰﾎﾝ設備 電話配管設備9 一  式 ・ ・ ・ ・ ・ ・２ 主 遮 断 装 置 ・ 限流ヒューズ及び高圧負荷開閉器   （ＰＦ・Ｓ） ・ 本工事に含む （    事前調査      カ所       事後調査      カ所 ） ３ そ    の    他１０ １０

・ 高圧交流遮断器   （ＣＢ） ６ そ    の    他ﾄｲﾚ呼出・緊急呼出設備10 一  式

３ 設  備  容  量 ・ 変圧器総容量         ＫＶＡ （ 単相　 　　ＫＶＡ　　三相　　　　ＫＶＡ ）４００ ２００ ２００

・ 進相高圧コンデンサー総容量           ＫＶａｒ７９．８工  事  区  分
8 ・ ・ ・ ・・ 直列リアクトル          ％ １ 工  事  方  法 ・ 金属管 合成樹脂管 ＣＤ管 ＰＦ管 ＦＥＰ管6項       目 建 電 給 空 浄 項       目 建 電 給 空 浄・ 適用

ロ
 ー

 
カ
 
ル
 
放
 
送
 
設
 
備

・ ・ ・ ・ ・４ 接  地  工  事 ・ 単独 ・ 共同 ・ ＥA ・ ＥB ・ ＥD ・ ＥA･D ・ ケーブル配線 ケーブルラック １ 工  事  方  法 ・ 金属管 合成樹脂管 ＣＤ管 ＰＦ管 ＦＥＰ管スリーブ型枠入れ 各水槽用配管支持金具・ ・

ナー

ス
コー

ル
設
備

・ ・ ・高調波対策は（　・　本工事　　・　別途工事　）とする。５ そ    の    他 ・ ・ 隠ぺい工事 （     全  部          一  部  ） ・ ケーブル配線 ケーブルラック同  上  補  強 エアコン内外機間電気工事・ ・

・ ・ ・ ・・ 露出工事 （     全  部          一  部  ） ・ 隠ぺい工事 （     全  部          一  部  ）換 気 扇 本 体 エアコン用操作スイッチ・ ・

・ ・ ・ ・・ 地中埋設工事 （     全  部          一  部  ） ・ 露出工事 （     全  部          一  部  ）換気扇  型枠，取付枠 同 上 電 気 工 事・ ・

2 ・ ・ ・ ・ ・１ 電  気  方  式 ・ 三相３線式 200V ・ 三相４線式    V ２ 機  器  仕  様 ・ 拡 声 装 置 （ 一 般 用 非常放送用       Ｗ ） ・ 地中埋設工事 （     全  部          一  部  ）１２０換気扇  ﾌｰﾄﾞ,ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ コンクリート基礎外灯用・ ・

幹
　
線
　
設
　
備

・ ・ ・・ 単相３線式 100-200V ・ 単相２線式 200V （ 卓 上 型 壁 掛 型 ラック型 ） ２ 機  器  仕  様 ・ 別 図 参 照換気扇  ダクト ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎ｷｭｰﾋﾞｸﾙ用・ ・

・ ・・ ・ ・ ・ ・２ 工  事  方  法 ・ 金属管 ・ 合成樹脂管 ・ ＣＤ管 ・ ＰＦ管 ＦＥＰ管 ・ スピーカー （ 露 出 型 埋 込 型 ホーン型 ） ３ そ    の    他 ・換気扇  天井切込 ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎アンテナ用・ ・

・ ・ ・・ ケーブル配線 ケーブルラック ３ そ    の    他 ・同  上  補  強 ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎自家発電用・ ・

・ ・・ 隠ぺい工事 （     全  部          一  部  ）換気扇  強弱切替スイッチ  ・ ・

・ ・・ 露出工事 （     全  部          一  部  ）同上取付及び結線・ ・ １  接地極は次による。 なおＥＢは，Ｌ＝1,500 とする。

・ ・・ 地中埋設工事 （     全  部          一  部  ）照明器具  天井切込・ ・
接 地 の 種 類 記      号 接地抵抗値 接  地  極  の  規  格  ,  数  量9・ ・ ・ ・ ・ ・３ 接  地  工  事 ・ 単  独 金 属 管 共 通 母 線 １ 工  事  方  法 ・ 金属管 合成樹脂管 ＣＤ管 ＰＦ管 ＦＥＰ管同  上  補  強・ ・

イ
ン
ター

ホ
ン
設
備

・４ そ    の    他 ・ 動力盤と電灯盤は分離型としても良い ・ ケーブル配線 ケーブルラック ・ 共  同  接  地 Ｅ(A,D) １０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）× ３連－２各 種 点 検 口・ ・

・ ・・ 隠ぺい工事 （     全  部          一  部  ）高架水槽電極保持器・ ・ ・ Ａ 種 Ｅ(A) １０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）× ３連－２

・ ・・ 露出工事 （     全  部          一  部  ）高架水槽電極棒・ ・
・ Ｂ 種 Ｅ(B) ３０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）× ２連－２

・ ・・ 地中埋設工事 （     全  部          一  部  ）受水槽電極保持器・ ・
・ Ｃ 種 Ｅ(C) １０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）× ３連－２3 １ 電  気  方  式 ・ 三相３線式 200V ２ 機  器  仕  様 ・ 別 図 参 照受水槽電極棒・ ・

動
　
力
　
設
　
備

・ Ｄ 種 Ｅ(D) １００Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝４０）× １・ ・ ・ ・ ・ ・２ 工  事  方  法 ・ 金属管 合成樹脂管 ＣＤ管 ＰＦ管 ＦＥＰ管 ３ そ    の    他 ・揚水ポンプ制御盤・ ・

・・ ケーブル配線 ケーブルラック ・ 避  雷  設  備 ＥL １０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）× ３連－２浄化槽制御盤・ ・

・ ・・ 隠ぺい工事 （     全  部          一  部  ）浄化槽制御盤以降電気工事・ ・ 避  雷  設  備 ＥL １０Ω以下 ＥＰ × １ 
10・ ・ ・ ・ ・ ・・ 露出工事 （     全  部          一  部  ） １ 工  事  方  法 ・ 金属管 合成樹脂管 ＣＤ管 ＰＦ管 ＦＥＰ管

・ 避  雷  設  備 ５Ω以下 建 築 構 造 体

ト
イ
レ
呼
出
・
緊
急
呼
出
設
備

・ ・ ・・ 地中埋設工事 （     全  部          一  部  ） ・ ケーブル配線 ケーブルラック
・ 高 圧 避 雷 器 ＥLH １０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）× ３連－２

・ ・ ・ ・３ 接  地  工  事 ・ 単  独 金 属 管 共 通 母 線 ・ 隠ぺい工事 （     全  部          一  部  ）

・ 低 圧 避 雷 器 ＥLL １０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）× ３連－２・ ・ ・４ 低 圧 ｺﾝ ﾃﾞ ﾝｻ ｰ ・ 含 む 含まない ・ 露出工事 （     全  部          一  部  ）
設 計 図 書 設計図書の内容が互いに相異する場合はその順位を原則として現場説明事項，

・ ・ ・ ・５ 別 途 機 器 接 続 ・ 含 む 含まない 立会う ・ 地中埋設工事 （     全  部          一  部  ） ・ 交  換  機  用 Ｅ(t) １０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）× ３連－２  解 釈 の 順 位 特記仕様書，図面，共通仕様書の順とし、その他の事項について疑義の生じた場合は、
・ ・ ・６ そ    の    他 ・ ２ 機  器  仕  様 ・ 別 図 参 照 別 途 工 事 ・ 通    信    用 Ｅ(Dt)及びＥA １００Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝４０）× １監督員と協議の上決定する。

・ ・３ そ    の    他 ・
・ 通    信    用 １０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）× ３連－２

・ 測    定    用 Ｅ0 ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝４０）× １

共  通  仕  様 図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、下記仕様書（○選択）に準拠し施工する。
・4 ・ ・１ 電  気  方  式 ・ 単相２線式 100V 200V

・ 電気設備技術基準，内線規定

電
 
 
灯
 
 
コ
 
 
ン
 
 
セ
 
 
ン
 
 
ト
 
 
設
 
 
備

11・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・２ 工  事  方  法 ・ 金属管 合成樹脂管 ＣＤ管 ＰＦ管 ＦＥＰ管 １ 工  事  方  法 ・ 金属管 合成樹脂管 ＣＤ管 ＰＦ管 ＦＥＰ管
・ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」《最新版》 ２   本工事に使用する資材，機材は下記リスト表より選択し、係員の承認を受けたものとする。

監
視
カ
メ
ラ
設
備

・ ・・ ケーブル配線 ケーブルラック ・ ケーブル配線 ケーブルラック
・ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）」《最新版》

・ ・ ・ ・・ 隠ぺい工事 （     全  部          一  部  ） ・ 隠ぺい工事 （     全  部          一  部  ） １・ 国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）」
・ ・ ・ ・・ 露出工事 （     全  部          一  部  ） ・ 露出工事 （     全  部          一  部  ）

《最新版》 ２
・ ・ ・ ・・ 地中埋設工事 （     全  部          一  部  ） ・ 地中埋設工事 （     全  部          一  部  ）

・ 建築基準法、消防法、その他（　　　　　　　　）工事基準 ３
・ ・３ 配  線  器  具 ・ 埋 込 型 露 出 型 ２ 機  器  仕  様 ・ 別 図 参 照 別 途 工 事

４・ ・ ・ ・・ 大 角 連 用 ハイ角連用 ワイドハンドル ３ そ    の    他 ・

・ ・４ プ  レ  ー  ト ・ 新 金 属 洋風モダン ワ イ ド ５
注  意  事  項 １） 本工事設計図書に明記がなくても、外観，構造及び技術上、当然必要と認められる

12・ ・ ・ ・ ・ ・ ・５ フ ロ ア ー 機 器 ・ 水平高低調整型 ﾀｯﾁ式ｱｯﾌﾟ型 簡 易 型 ２重床用 １ 工  事  方  法 ・ 金属管 合成樹脂管 ＣＤ管 ＰＦ管 ＦＥＰ管 ６工事は請負金額の範囲内において監督員の支持に従い施工すること。

電
 
気
 
錠
 
設
 
備

・６ 照  明  器  具 ・ 別 図 参 照 ・ ケーブル配線 ケーブルラック
２） 防火区画貫通部分は、本工事設計図に明記がなくても関係法規に準拠して ７

・ ・ ・７ 非常用照明器具 ・ 非常電源内蔵型 非常電源別置型 ・ 隠ぺい工事 （     全  部          一  部  ）
防火区画貫通処置を施すこと。 ８

・ ・ ・８ 位 置 ボ ッ ク ス ・ 金 属 製 ＶＥ製（接地線を入線する場合は金属製でもよい。） ・ 露出工事 （     全  部          一  部  ）
３） 接地工事は法規上必要と認めた場所は、本工事設計図に明記がなくても施工すること。

９・ ・ ・ ・９ 接  地  工  事 ・ 単  独 金 属 管 共 通 母 線 ・ 地中埋設工事 （     全  部          一  部  ）
４） 二重天井内部及び後間仕切り内部配線は､ケーブル配線工事可とする。

・ ・10 そ    の    他 ・ ２ 機  器  仕  様 ・ 別 図 参 照 10
５） 受電後から引渡し迄の電気使用に於いて引渡し後の契約電力を想定し、

・ ・３ そ    の    他 ・ 11それを越えない様注意すること。

特に竣工検査等では、最大電気使用量に十分注意を払うこと。 12
13 ・ ・１ 形          式 ・ オープン型 簡 易 型 キュービクル式

６） 項目は番号に○印の付いたものを適用する。 13
自
 
家
 
発
 
電
 
設
 
備

5 ・ ・ ・ ・ ・１ 工  事  方  法 ・ 金属管 合成樹脂管 ＣＤ管 ＰＦ管 ＦＥＰ管 ２ 発    電    機 ・ 電 気 方 式 三相３線式
特記事項のうち選択する事項は、・印の付いたものを適用し、・印の付いたものは適用しない。

Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
設
備

14・ ・ ・・ 隠ぺい工事 （     全  部          一  部  ） ・ 定 格 出 力            ＫＶＡ

・ ・・ 露出工事 （     全  部          一  部  ） ・ 別 図 参 照 15

・ ・ ・・ 地中埋設工事 （     全  部          一  部  ） ３ 原　　動　　機 ・ 定 格 出 力            ＰＳ以上 16

・ ・ ・２ 機  器  仕  様 ・ 配管工事のみ ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ （    ８Ｃ       ＣＡＴ５Ｅ ） ・ 別 図 参 照
17

・ ・ ・ ・３ プ  レ  ー  ト ・ 新 金 属 洋風モダン ワ イ ド ４ そ    の    他 ・
18

・ ・４ そ    の    他 ・

監視カメラ設備高圧受電設備

１－ －Ｓ

武 並コ ミセ ン空 調改 修 工 事

武並コミセン空調改修工事

恵那市武並町　地内

改修（動力設備、電灯設備改修工事）

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

既設切り離し及び、撤去工事

・ 三相３線式

7.5

燃料：ｶﾞｿﾘﾝ及び、LPG 両用

高 木－

電線管及び付属材

電線及びケーブル

配  線  器  具 東  芝

照  明  器  具 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 東  芝 三  菱

分電盤,配電盤,端子盤

自 家 発 電 機

神  保

中　立 別　川

エレオ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

JIS規格品

JIS規格品

尾  関 三　景

山 田 尚 紀
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２ ５ ３ ４
一 級 建 築 士 354804

山 田 尚 紀
武 並コ ミセ ン空 調改 修 工 事 '25.08 山田 山 田 0

記　　号

凡　　　例

名　　　称 仕　　　様

電灯動力分電盤 既設

電源切替盤 分電盤結線図を参照

備　　　　考

DLLRS1 - 17 LNＡ

分電盤結線図

新設　電源切替盤：Ｌ－Ｇ　　　設置場所：屋外　　　屋外露出壁掛型、ＳＵＳ製　鍵付

　　防雨カバーx1、専用LPガスホース(4.5m)x1、LPガスホース接続用プラグ（ワンタッチ接続）x1

・使用燃料は、ＬＰガスまたは、ガソリンが選択可能とする。
・発電機の定格出力は、7.5kVA以上とし、単相3線式（100V／200V）出力が可能なこととする。

可搬式発電機　仕様書（参考）   ※参考型番：EL-7500（製造者：（株）エレオ）Ｇ

・以下の付属品を納入すること。kVA以上とする。

TB

   460

   830

30A

30A    640

空調室外機：GHP-3･4　電源

空調室内機 電源 (GHP-1系統)

空調室内機 電源 (GHP-3･4系統)

 1,260

 1,500

   220

停電対応　コンセント　電源

停電対応　照明器具　電源

ED(ELCB)

EE

ED E

E

E 100

E 100

空調室外機：GHP-1　電源

B

A 200E

E

照明 その他ｺﾝｾﾝﾄ
容　量　(VA)

負　荷　名　称
(V)

回路
電圧

E

E

EM-CET 14ﾟ

210/105V

1φ3W
(合計負荷容量：3,190 VA)

発電機より(GC)

210/105V

1φ3W

TB

(合計負荷容量：4,910 VA)

MCCB 3P
(合計負荷容量：3,190 VA)

※中性線欠相保護機能付

※自動切替式とする

3P 60A
DS-MC

　（参考型番：DS63MC 3P 60A　※日東工業製）

 50AF/ 50AT

G1

G2

200

200

200

C

D

E

ELCB 2P 2E  50AF/ 20AT　×  2  ※200V用

ELCB 2P 2E  50AF/ 30AT　×  2  ※200V用30A

ELCB 2P 1E  50AF/ 20AT　×  2

▽GL ▽GL

正面 側面

N　P

N　P

発電機接続ｹｰﾌﾞﾙ
収納ｽﾍﾟｰｽ

分電盤：Ｌ－Ｇ　姿図（参考図）

※騒音レベルは、7ｍ・4方向測定の平均値とする。

照明器具 姿図（参考図）

仕切り板取付け

参考型番：4622RW
(ｱﾒﾘｶﾝ電機製)

4P 250V 60A ｺﾝｾﾝﾄﾌﾟﾗｸﾞ付

接続用ｹｰﾌﾞﾙ：VCT 14ﾟ-4C(4Pﾌﾟﾗｸﾞ付) x5m

注１．DS-MC（自動電源切開閉器）は、リレー内蔵型とし発電機出力電源により自動で切替動作可能とする。

注２．発電機接続ケーブル収納スペースを設けること。※分電盤と収納スペースは仕切り板で区分すること。

　　　　※商用、発電機電源とも電源供給がある場合は、商用電源を優先する。

DL 照明器具（ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ）

壁付コンセント

機械設備工事

空調室内機

空調室外機

機械設備工事AC

AC

Ｇ 可搬式発電機

平面図及び、照明器具姿図参照

発電機仕様書を参照

プルボックス 平面図注記を参照

中継ボックス

配管配線・ｹｰﾌﾞﾙ配線 天井内いんぺい

配管配線・ｹｰﾌﾞﾙ配線

露出

床いんぺい

地中埋設

配管配線・ｹｰﾌﾞﾙ配線

配管配線・ｹｰﾌﾞﾙ配線

1φ2W　200V

1φ2W　100V回路番号

3φ3W　200V回路番号

・ 回路番号（改修後・既設）

開閉器盤 屋内形、鋼板製　3P 50AF x1Ｓ

S-1より(AC)

高 木－

発 電 機 仕 様

・施工時に、ＬＰＧ及び、ガソリンでの稼働試験実施し報告書を提出すること。

2E 125V､2P15Ax2､接地極付 埋込形、金属製プレート、本体色：赤色

0 8
発電 機 仕様 ・分 電 盤 結線 図

凡例 ・ 照明 器具 姿図
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風除室

事務所倉庫

印刷室

物入１

廊下

会議室

物入２

女子便所

多目的便所

倉庫１ 倉庫２ 床

押入

湯沸室

窓口コーナー
応接室

小会議室

調理実習室

和室（３０畳）

ホール・ロビー

図書コーナー

集会室

ステージ

事務所

男子便所

AC

AC

AC

AC

AC AC AC

AC

AC

AC

Ｓ

空 2

Ｓ

ＳＳ

PL-1

AC

AC

AC

AC

AC

AC

AC AC

AC AC

ACACAC

AC

AC

AC

AC AC
AC AC

( 730kW)
3φ200V

(1210kW)

3

1φ200V

GHP

x2

1φ200V

GHP

2-1

GHP

1

GHP GHP

4

1φ200V

GHP

x2

1φ200V

GHP

1φ200V

GHP

1φ200V

GHP

1φ200V

GHP

x2

1φ200V

GHP

x2

1φ200V

GHP

x2
1φ200V

GHP

1φ200V

GHP

1φ200V

GHP

x2

4-1

1φ200V

GHP

x2

1-11-1

3-1 3-1

3φ200V 3φ200V

(50VA) (50VA)

(50VA)

1-3

(60VA)

1-2

1-4

(50VA)

1-5

(45VA) (70VA) (70VA)

1-2

4-2

(70VA)(60VA)

2-2

1φ200V

GHP

x3 x62-2

(1210kW)

(50VA)

GHP

2

3φ200V

※既設のまま
※既設のまま※既設のまま

※A

※B

※C

EM-CE 5.5-3C､E2.0　(HIVE22)　撤去EM-CE 5.5-3C､E2.0　(HIVE22)　撤去
※開閉器盤の配管配線撤去後の穴は、ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ
　等を取り付け塞ぐこと。

EM-CE 5.5-3C､E2.0　 (HIVE22)　撤去

　等を取り付け塞ぐこと。
※開閉器盤の配管配線撤去後の穴は、ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ

　等を取り付け塞ぐこと。
※開閉器盤の配管配線撤去後の穴は、ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ

　　２．          ･････ 空調室内機更新に伴い、既設電源配線を切り離す（配線は再使用する）。

　　３．          ･････ 分電盤：PL-1のブレーカから配線を切り離し、端末処理の上配線は残置とする。

空 1

空

空

2

4

空 3

※既設のまま

※C

※C

※C

※A

※B ※B ※B

※B

※B
※B

※B ※B ※B

※B※B

※B※B

※B ※B

※B

※A

GH-1

GH-4GH-3

GH-2

注記１．          ･････ 分電盤：PL-1からの電源配線を切り離し、端末処理の上配線は残置とする。

武 並コ ミセ ン空 調改 修 工 事 1/150 '25.08 山田 山 田 0高 木 0 9改修 前 　動力 設 備 平 面図

空 4
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和室（３０畳）
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L-G
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AC AC

ACACAC
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AC AC
AC AC

1φ200V

GHP

x2
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EM-CE 5.5-3C(1C接地)　(G28)　露出
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　　２．          ･････ 既設の空調室内機電源配線を再接続する。

　　３．          ･････ 新設分電盤：G-1からの電源配線を既設室内機電源配線と接続の上、室内機へ接続する。

PB2　　　　　　　　　･････ SS 200 x 200 x 100 （WPは、防水型、SUS製）

EM-CE 5.5-3C(1C接地)　(G28)　露出
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※1φ3W：G-L EM-CE 5.5-3C(1C接地)　(G28)　露出

※LP-1主幹の二次側へ接続する。

EM-EEF 2.0-3C x2　   (G28)　露出

PB3　　　　　　　　　･････ SS 300 x 300 x 200 （WPは、防水型、SUS製）

EM-CET 14ﾟ､E5.5ﾟx2　(天井内) 1φ3W：L-G

※ﾌﾟﾗｸﾞ参考型番：4622RW(4P 250V 60A、ｱﾒﾘｶﾝ電機製)

EM-CET 14ﾟ､E5.5ﾟx2　(G36)　露出

EM-CE 5.5-3C(1C接地)(G28)　露出

防水ｺﾝｾﾝﾄﾌﾟﾗｸﾞ付 ｹｰﾌﾞﾙ（VCT 14ﾟ-4C)：5m
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注記１．          ･････ 新設分電盤：G-1からの電源配線を既設室内機電源配線と接続する。

　　４．プルボックスサイズは下記による。

　　　　　※既設契約容量は、動力：11kW、電灯(回路契約)：35kVA

　　５．空調機の更新に伴い、電力契約の更新（回路数の変更及び、負荷容量の変更）を行うこと。
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PB1　　　　　　　　　･････ SS 150 x 150 x 100 （WPは、防水型、SUS製）

EM-EEF 2.0-3C x2　  (G28)　露出

　　４．新設するｺﾝｾﾝﾄの本体色は、赤色(金属製ﾌﾟﾚｰﾄ)とし、ｽｲｯﾁの本体色

　　　　また、新設するｽｲｯﾁ及び、ｺﾝｾﾝﾄには「停電時のみ使用可能」等の
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　　３．プルボックスサイズは下記による。
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